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初
夏
の
候
、
皆
様
に
は
益
々
清
栄

の
中
お
過
ご
し
の
事
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
６
年
前
に
会
長
の
役
を
与
え
て
い

た
だ
き
、
２
期
６
年
間
幹
事
の
皆
様

初
め
関
係
諸
氏
に
支
え
ら
れ
、
ご
協

力
ご
支
援
を
頂
き
、
無
事
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
後
任
に
事
務
局
長
の
今
西
氏
が
次

期
会
長
役
を
得
た
こ
と
は
大
変
心
強

い
事
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
今
西
会
長
を
中
心
に
同

窓
会
発
展
の
為
に
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
母
校
の
理
事
長
は
じ
め
母

校
の
従
来
以
上
の
ご
支
援
を
お
願
い

す
る
と
共
に
、
私
に
対
し
て
賜
り
ま

し
た
ご
厚
誼
に
深
い
感
謝
を
表
し
て

退
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

社
の
建
替
え
が
全
て
完
了
し
、
素
晴
ら

し
い
環
境
の
学
校
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。

　
浪
速
学
院
同
窓
会
も
学
校
の
変
化
に

合
わ
せ
、
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も

新
し
い
体
制
作
り
に
修
正
を
加
え
る
節

目
の
時
機
に
有
る
と
思
い
ま
す
。

　
数
年
前
か
ら
、
活
発
な
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ

会
組
織
と
連
携
、
現
役
へ
の
支
援
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
連
動
を
心
掛
け
、
母
校
へ
の
支

援
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
各
組
織
と
連
携
を
密
に

し
、
充
実
し
た
同
窓
会
活
動
の
実
現
に

努
力
し
、
同
窓
会
の
存
在
を
高
め
て
参

り
た
く
、
ま
た
来
年
は
同
窓
会
創
立
90

周
年
の
佳
節
の
年
で
も
あ
り
、
会
員
の

皆
様
の
ご
指
導
ご
支
援
を
今
以
上
に
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
と
共
に
、
改

め
て
使
命
感
と
情
熱
を
会
長
の
責
任
と

し
て
重
く
持
ち
続
け
、
行
動
し
た
い
と

念
じ
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
の
総
会
は
、
７
月
３
日
（
日
）

生
ま
れ
変
わ
っ
た
母
校
で
開
催
い
た
し

ま
す
。
心
か
ら
皆
様
の
出
席
を
御
待
ち

致
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
常
任
幹
事
会
に
て
同
窓
会

会
長
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。
が
事
の
重

大
さ
と
責
任
を
強
く
感
じ
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
中
井
会
長
を
支
え
る
為
に
事
務
局
長

と
し
て
復
帰
し
、辞
め
る
時
は
一
緒
に
、

が
条
件
で
し
た
が
取
り
残
さ
れ
ま
し
た
。

　
悩
み
に
悩
み
ま
し
た
、
私
で
い
い
の

か
、
誰
か
相
応
し
い
人
が
と
。

　
「
同
窓
会
の
存
在
理
由
は
、
同
窓
会

員
の
親
睦
の
実
現
と
、
母
校
や
現
役
の

後
輩
に
対
し
応
分
の
支
援
を
す
る
事
の

二
つ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。」

　
こ
れ
は
、
私
が
十
年
前
同
窓
会
活
動

に
参
加
し
た
時
の
、
尊
敬
す
る
森
本
元

会
長
の
言
葉
で
、
中
井
会
長
時
代
も
同

様
自
分
の
信
念
と
し
て
今
ま
で
努
力
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
同
窓
会
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
多
く
の
厳
し
い
課
題
と
マ

ン
パ
ワ
ー
不
足
に
直
面
し
て
お
り
、
努

力
す
る
も
即
と
進
ま
ず
低
迷
し
続
け
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
敬
神
崇
祖
を
基
本
理
念
と
し
て
創
立

さ
れ
た
浪
速
学
院
は
、
今
年
３
月
に
創

立
90
周
年
事
業
と
す
る
校
舎
・
学
院
神 〰

会
長
あ
い
さ
つ
〰

（
新
高
18
回
）

（
新
高
18
回
）

今
西 

喜
孝

浪
速
学
院
同
窓
会
新
会
長

退
任
の
挨
拶

会
長
　
中
井
邦
夫
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　平成27年9月12日（土）シェラトン都ホテル
にて、高校空手道部春夏連覇、全国中学生空手
道選手権大会4連覇を祝う会が開催されました。
　全日本空手道連盟笹川会長、木村理事長をは
じめ保護者、OBを含む350名もの出席を頂き、
盛大な祝賀会となりました。
　日本一の栄誉を得るために頑張ってきた努力
が実を結び、誇りとして実感。
　今後も邁進せず努力を怠らず、更なる記録に
挑戦して参りますので応援よろしくお願いいた
します。

坂中　宗洋（新高42回）

空手道部偉業達成

連覇祝賀会

全国高等学校空手道選手権大会 世界ジュニア空手道選手権大会全国中学生空手道選手権大会

　2015年7月16日（木）道頓堀ホテルにてOB会総会が開催され
ました。
　総勢60名のOB諸氏が一堂に会し、昔話に花を咲かせました。
　弓道部OB会は約400名のOB会員より成り立ち、現役生徒活動
の側面的支援とOB諸氏の親睦を趣旨とする活動を行っておりま
す。
　活動内容としまして、年に1度のOB会総会の開催と会報の発
行やゴルフコンペや弓道教室などを開催、そして現役生徒に差
し入れなどの支援も行っております。
　2016年のOB会総会は、8月6日（土）に大阪市北区の帝国ホ
テル大阪で開催いたします。
　当日はOB同士のビジネスマッチングなども計画し、浪速高校
弓道部の繋がりをきっかけに、会員のビジネスが広がることを
期待しています
　弓道OB会は、今後とも会員諸氏の親睦を図るため様々な活動
を行って参ります。
　また活動内容は http://ameblo.jp/naniwa-ob-kyudo/  浪速弓
道OBで検索。または、FACEBOOKなどでも情報発信しており
ます。是非お越しください。

冨尾佳孝（新高46回）

弓道部OB会活動報告
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　平成27年12月23日（水）大阪ミナミの道頓堀
ホテルで、近藤大亮君（新高62回）のオリック
スバファローズ入団激励会を開催。OB会、保
護者会総勢120名の参加となりました。
　現在、硬式野球部OB会は800名以上の会員
で活動しております。
　激励会では近藤君のこれからの活躍に期待
し、元西鉄ライオンズの中村公夫選手（新高19
回）、元オリックスブルーウエーブ北川晋選手
（新高44回）、元千葉ロッテ新里賢選手（新高52
回）、そして現在ヤクルトスワローズで活躍中
の大引啓次選手（新高55回）よりお祝いと激励
の言葉を頂き、盛大に行われました。
　近藤君からは新人王を狙うと云う、頼もしい
言葉を頂きました。

硬式野球部OB会  近藤大亮激励会

▲左から北川、中村、近藤、大引、新里

近藤大亮経歴
平成22年卒、小学校から投手として野球を始め、中学3年の夏全国大会出場。浪高では2年秋からエースに定着。大
阪商業大学の1年春から関西六大学野球のリーグ戦登板。4年時の秋季リーグでチーム21年振りの優勝に貢献、最優
秀投手のタイトル獲得。リーグ戦後の明治神宮野球大会関西地区大学野球戦で、関西学院大学との2回戦でノーヒッ
トノーランを達成。在学中、関西六大学野球のリーグ戦で通算１２勝を記録。大学卒業後にパナソニックへ入社1年
目から公式戦に登板した。2015年の9月アジア野球選手権大会に日本代表として出場、10月のプロ野球ドラフト会
議でオリックス・バファローズから2巡目で指名。契約金8,000万円、年俸1,200万円（推定）という条件で入団。また、
この年限りで現役を引退した馬原孝浩から、背番号20を引き継ぐ。

硬式野球部OB会会長　神田卓次 （新高40回）
携帯電話　090－8539－7562

アドレスtaku-coco1229@i.softbank.jp

　2016年4月、選抜甲子園に2度導いた小林敬一良先生が参加。
試合前のノックや試合中にはアドバイスを、またミスにはお叱りの
言葉など頂きました。
　参加者全員小林ワールドを楽しめ、結果は残念ながら二回戦で
負けましたが、例年になく充実した大阪大会となりました。

　　　　　マスターズ甲子園大阪大会　　　新高41回　東尾哲哉

一回戦　　生野高校　　14対 5
二回戦　　春日丘高校　10対 18
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浪速学院同窓会の益々の発展を祈ります
新高7回（S30）卒

三　原　　　毅 泉南市 野　田　真　嗣 泉南市
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新
高
18
回
　
今
西 

喜
孝

回
）
に
お
願
い
し
、
来
年
の
総
会
は
、
新
校
舎

完
成
を
終
え
た
母
校
で
す
る
こ
と
と
し
、
再
会

を
期
し
て
閉
会
。
疲
れ
ま
し
た
。

　
敬
神
崇
祖
を
型
押
し
し
た
、
同
窓
会
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
革
製
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
、
参
加
記
念
と

し
ま
し
た
。

　
６
月
27
日
（
土
）
18
時
よ
り
、
大
阪
ミ
ナ
ミ

の
道
頓
堀
ホ
テ
ル
に
て
Ⅰ
部
総
会
開
始
。

　
国
家
、
校
歌
斉
唱
、
物
故
者
へ
の
黙
祷
と
進

み
、
会
長
挨
拶
と
な
る
が
、
中
井
会
長
の
突
然

の
欠
席
で
急
遽
堀
川
副
会
長
が
代
行
と
な
る
。

　
木
村
理
事
長
学
院
長
代
理
の
竹
島
副
校
長
の

挨
拶
、
と
総
会
次
第
に
沿
っ
て
進
行
。

　
堀
川
副
会
長
を
議
長
に
選
出
、
承
認
。

議
事
は
、
平
成
26
年
度
活
動
報
告
を
今
西
事
務

局
長
か
ら
、会
計
決
算
報
告
を
堀
内
監
事
か
ら
、

水
野
会
計
監
事
か
ら
の
監
査
報
告
に
、
拍
手
を

も
っ
て
承
認
い
た
だ
く
。

　
平
成
27
年
度
活
動
計
画
（
案
）
を
今
西
事
務

局
長
か
ら
、
会
計
予
算
（
案
）
を
堀
内
監
事
か

ら
説
明
、
全
員
か
ら
承
認
を
頂
き
閉
会
。

　
休
憩
の
合
間
に
、
浪
速
高
校
広
報
部
の
横
田

啓
治
氏
（
新
高
37
回
）
か
ら
入
試
状
況
と
、
次

年
度
入
試
募
集
案
内
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
説

明
、
Ｏ
Ｂ
の
子
弟
の
入
学
を
望
ま
れ
る
。

　
Ⅱ
部
の
懇
親
会
は
19
時
か
ら
開
始
。

東
尾
常
任
幹
事
の
軽
妙
な
司
会
で
、
堅
苦
し
さ

も
無
く
、
乾
杯
で
始
ま
る
。
恩
師
代
表
で
大
黒

先
生
（
新
高
８
回
）
が
、
関
東
支
部
代
表
で
首

藤
常
任
幹
事
（
新
高
26
回
）
が
会
間
に
挨
拶
。

　
和
や
か
に
懇
親
が
深
ま
り
、木
村
文
春
氏（
新

高
２
２
回
）
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
Ｔ
ｈ
ｅ　
Ｍ

ｏ
ｏ
ｎ
Ｄ
ｏ
ｇ
ｓ
の
演
奏
で
活
気
増
大
。

　
万
歳
三
唱
は
、
西
堀　
明
先
輩
（
旧
中
１
２

平
成
27
年
度

同
窓
会
総
会
開
催
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（単位：円）
予　算 実　績 摘　要　（　）前年実績

【収入の部】
会費収入 ２,９５５,０００ ２,６０１,０００
新卒年会費
年会費

１,９３５,０００
１,０２０,０００

１,９０８,０００
６９３,０００

636名（725名）
231名（333名）

寄付金収入 １１０,０００ １９４,７２０
会費外収入 ４,６３５,０００ ４,５４４,１６１
新卒入会金
会報発行賛助金
受取利息
懇親会費（総会）
オリジナルグッズ売上
雑収入

３,２２５,０００
９５０,０００
２,０００

４５０,０００
８,０００

０

３,１８０,０００
９８２,０００
１５,５６１
３６０,０００
６,５００
１００

636名（725名）

定期解約による

収入計 ① ７,７００,０００ ７,３９９,８８１
【支出の部】
物件費 １,７１０,０００ １,７０１,０１３
事務諸費
通信費
手数料
交通費
webサイト運営費

１,３３０,０００
２５０,０００
４０,０００
８１,０００
９,０００

１,４０５,１３９
２１８,１５２
２２,９６２
５３,７６０
１,０００

郵便振込ほか
出張費含む

会議費 ２０,０００ ６,５５５
事業費 ５,９７０,０００ ５,８９２,２８４
総会費
会報制作費
会報発送費
卒業記念費
恩師記念品費
慶弔費
交際費
浪速祭
寄付
雑費
雑損
予備費

５００,０００
１,１２０,０００
１,５４０,０００
５３５,５００
９０,０００
６０,０００
３０,０００

０
２,０００,０００

１０,０００

８４,５００

４８０,０００
１,１１７,７１７
１,５３８,７０９
５２５,０００
３０,０００
５５,９４０
１５,０００
２９,４５８

２,０００,０００
１,０００
２０,０００
８０,０００

20,000部（20,000）
19,437部（19,588）
700冊（825）

新校舎建替え

広告代回収不可2件
祝儀：軟式野球部、空手道部、弓道部

積立金 ０ ０
学校振興協力積立金
記念事業積立金

０
０

０
０

支出計 ② ７,７００,０００ ７,６００,３９２
差引 ①－② ０ △  ２６０,５１１

前年度繰越剰余金 ３５４,６００ ３５４,６００
次年度繰越剰余金 ３５４,６００ ９４,０８９

平成28年5月4日

平成27年度  会計決算書 自　平成27年4月 1日
至　平成28年3月31日

会計監事

会計監事

積立金明細書 （単位：円）

前年度繰越額 当年度積立額 当年度取崩額 次年度繰越額
学校振興協力積立金 ４,０００,０００ ０ ４,０００,０００ ０
記 念 事 業 積 立 金 １,０００,０００ ０ ０ １,０００,０００

計 ５,０００,０００ ０ ４,０００,０００ １,０００,０００
※4月に学校振興協力積立金から400万円を新校舎建設寄付金として取崩す。（年度会計予算外処理）

貸借対照表（B/S） （単位：円）

資　　　産 金　　額 積立金等 金　　額
現 金
ゆうちょ銀行普通貯金
ゆうちょ銀行定額貯金
ゆうちょ銀行振替口座
大阪信用金庫定期預金
大阪信用金庫普通預金

３９９,５７４
５,８４３,１９３
５００,０００
３３４,２３０

１,０００,０００
３４７,０２７

運 営 資 金

記 念 事 業 積 立 金
学 校 振 興 協 力 積 立 金
次 年 度 繰 越 剰 余 金

７,３２９,９３５

１,０００,０００
０

９４,０８９

計 ８,４２４,０２４ 計 ８,４２４,０２４
平成27年度の会計帳簿および収支決算書ならびに財産目録について、帳簿並びに関係証票書類に基づき監査の結果、
適正に処理されていることを認めます。

平成27年度  財産目録 平成28年3月31日現在



平成28年6月1日

寄附金額 寄附者氏名 卒業年度
1,000,000円 中井　邦夫 S41年卒

押見　守康 S41年卒
200,000円 高三　一行 S32年卒

松本　誠也 S53年卒
151,800円 今西　喜孝 S41年卒
150,000円 幸前　成隆 S29年卒

坂上源太郎 S51年卒
松田　克一 S41年卒

110,000円 冨尾　佳孝 H6年卒
100,000円 田辺　和昭 S26年卒

佐藤　嘉彦 S35年卒
佐々木　甫 S41年卒
花谷幸比古 S44年卒
堺市役所 浪友会 S49年卒
池田　和幸 H1年卒
門林  裕樹 H26年卒

80,000円 鶴村　勝介 S36年卒
70,000円 行枩　格一 S20年卒
60,000円 阪口　　顕 S40年卒
50,000円 山本　清司 S30年卒

大黒　幸夫 S31年卒
梁川　正成 S33年卒
森本　桂吉 S34年卒
安田　文雄 S42年卒
堀川　和彦 S52年卒
渋谷　　澄 S53年卒
中本　吉則 S58年卒
関口　裕章 H6年卒
宇杉　昌祐 H16年卒
向山智洋・向山幸兵 H24年卒

40,000円 堀中　　猛 S29年卒
古谷　昭雄 S34年卒
藤井　英一 S41年卒
的場　一男 S41年卒
前田　一男 S49年卒
山添　広司 S54年卒
松生　　潤 H8年卒

30,000円 末吉　榮三 S14年卒
木下　　一 S20年卒
増田健治郎 S20年卒
江川　雄一 S26年卒
野田　真嗣 S27年卒
根来　　功 S28年卒
成山　信繁 S30年卒
三原　　毅 S30年卒
森本　　譲 S30年卒
秦　   勝平 S37年卒
豊田　克之 S38年卒
嶋田　　洋 S39年卒
澤田 晃／澤田圭亮 S40/H15年卒
市川　善博 S43年卒
田守　良和 S43年卒
桃田千代彦 S45年卒
島田　守男 S49年卒
岡本　義秀 S50年卒
八木　則之 S50年卒
大田　伸一 S54年卒
花房　揺一 S56年卒
池澤　和宏 S58年卒
尾花　泰均 S58年卒
田中　寿司 S58年卒
辻　   公伸 S60年卒
横田　啓治 S60年卒

寄附金額 寄附者氏名 卒業年度
30,000円 早崎　泰右 S61年卒

尾花　義之 S62年卒
大谷　雅俊 H1年卒
木村　健吉 H5年卒
松田　　顕 H6年卒
岡田　幸治 H12年卒
原川惠二郎 H18年卒
伊豆林太郎 H23年卒

20,000円 越智清一郎 S19年卒
野口　末和 S24年卒
星野　光治 S27年卒
脇田　真一 S27年卒
中川　邦夫 S30年卒
山尾　寿一 S30年卒
神𠮷　則夫 S32年卒
博野　　登 S33年卒
角谷　正弘 S34年卒
相馬　　宏 S34年卒
隅谷　哲三 S35年卒
荒木　定雄 S38年卒
田中多輝夫 S40年卒
塚本　正義 S40年卒
川口　六郎 S41年卒
棚橋　秀行 S41年卒
久井　　保 S41年卒
髭　　   彰 S42年卒
南　   雅夫 S42年卒
柳澤　𠮷泰 S42年卒
霜野　廣司 S43年卒
中川　　薫 S43年卒
野井　　潔 S43年卒
寺田　　幹 S44年卒
田中　宏和 S45年卒
下代　隆太郎 S46年卒
和田　徳司 S46年卒
木下　真一 S49年卒
人見　浩介 S53年卒
阪上　浩之 S54年卒
中西　洋介 S56年卒
西殿　憲親 S59年卒
小出安臣／千賀 S60年卒
三木　秀和 S62年卒
嶋川　陽介 H2年卒
上垣　　元 H3年卒
森本　和幸 H3年卒
福田　秀俊 H4年卒
末永　行秀 H9年卒
片山堅太郎 H14年卒
樽井　　惇 H15年卒
中野香菜子 H21年卒
池澤光太郎 H22年卒

12,000円 澤埜　正志 H5年卒
10,000円 橋本　賢二 S15年卒

吉村　一男 S15年卒
山中　　茂 S17年卒
柳田　綠郎 S18年卒
沖　　鎮雄 S19年卒
髙田喜代四 S20年卒
小伏　輝男 S20年卒
清水　茂秋 S21年卒
清水　茂秋 S21年卒
阪田　充辯 S23年卒
里井　　裕 S23年卒

寄附金額 寄附者氏名 卒業年度
10,000円 清水　煥弘 S24年卒

矢野　　巖 S26年卒
吉良　隆司 S27年卒
美濃　清光 S27年卒
中野　佳信 S28年卒
三笠　　薫 S28年卒
森内　俊夫 S28年卒
川合　静宣 S29年卒
伊集院正一 S30年卒
安原　孝治 S31年卒
吉田　勝彦 S31年卒
原黄　正男 S32年卒
松永　敬一 S32年卒
良川　康広 S32年卒
石橋　文男 S34年卒
坂上　操雄 S34年卒
正富　輝弥 S34年卒
片木　俊昭 S35年卒
中出　　勉 S35年卒
西野　剛行 S35年卒
稲谷　功勝 S36年卒
河村　鞆彦 S36年卒
乾　　俊一 S37年卒
谷上　雅之 S37年卒
岸田　博明 S38年卒
永井　清司 S39年卒
中川　博嗣 S39年卒
浜中　康文 S39年卒
長谷川靖高 S39年卒
宮田　久常 S40年卒
岡﨑　敏明 S41年卒
黒川　武光 S41年卒
塩野谷洋一 S41年卒
丸谷　光昭 S41年卒
木綿　健二 S41年卒
山田純一郎 S41年卒
川崎　康悦 S42年卒
森北　清一 S42年卒
出原　宣洋 S43年卒
植野　正仁 S43年卒
清水　洋勝 S43年卒
中川　　薫 S43年卒
平田多加秋 S43年卒
上田　健司 S44年卒
中井　雅明 S44年卒
長谷川丈人 S44年卒
速井　　茂 S44年卒
中野　行雄 S45年卒
谷口　光治 S46年卒
都賀　伸広 S46年卒
加藤　弘一 S47年卒
木南　晴義 S47年卒
西浦　達雄 S48年卒
野々市　均 S48年卒
加納　佳明 S49年卒
小﨑　徹彦 S49年卒
金子　達宏 S50年卒
髙田　邦喜 S50年卒
中辻　義夫 S50年卒
瓢野　　昇 S50年卒
井上貴三郎 S52年卒
野口　雅之 S52年卒
林　　　稔 S52年卒

寄附金額 寄附者氏名 卒業年度
10,000円 池田　賢生 S53年卒

尾﨑　順造 S53年卒
矢野　純行 S53年卒
大平　浩巳 S55年卒
松井　正夫 S55年卒
宮崎　文雄 S55年卒
山本　哲哉 S55年卒
木目　　太 S56年卒
島田　牧人 S56年卒
山田　　明 S56年卒
竹林　　渉 S57年卒
森下　　繁 S57年卒
池田　周治 S58年卒
辻　　厚巳 S58年卒
川崎　玉樹 S59年卒
松坂　定将 S59年卒
北山誉至宗 S60年卒
櫻井　義敏 S61年卒
岸田　直己 S62年卒
垣内　二郎 S63年卒
長谷川直樹 S63年卒
岩瀬　久典 H1年卒
金田　博充 H1年卒
澤田　哲朗 H1年卒
向山　圭太 H1年卒
井上　太介 H2年卒
森並　隆悦 H3年卒
北岡　忠澄 H5年卒
下村　和也 H5年卒
種吉　圭造 H5年卒
西村　秀夫 H5年卒
奥野　純永 H6年卒
柏原　章弘 H6年卒
田上　就一 H6年卒
村田　真吾 H6年卒
玉越　進宏 H7年卒
中野　憲行 H8年卒
藤井　一樹 H8年卒
向井　新将 H8年卒
奥野　洋平 H9年卒
盛谷　勇介 H9年卒
川本　竜史 H11年卒
平川　雄規 H11年卒
堀　　　匠 H12年卒
富平　卓朗 H13年卒
中野　正俊 H16年卒
米田　祥隆 H17年卒
中山　興旭 H18年卒
肥後　盛介 H18年卒
廣川　拓馬 H18年卒
綛谷　浩基 H20年卒
辻田　　徹 H20年卒
森下　能一 H23年卒
北川　京大 H24年卒
辻川知右貴 H24年卒
杉原ゆうな H26年卒

5,000円 阪本　　薫 S37年卒
山野祥一郎 H8年卒

2,000円 門    俊憲 S43年卒
18,154,200円 浪速学院同窓会（同窓会）

浪速高校創立90周年記念事業  新校舎建設募金  ご寄附者（敬称略）一覧

　新緑の候、皆様にはますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。
平成25年2月から始まりました創立90周年記念事業　新校舎建設募金に際しまして、多大なるご協力を賜り、誠にありがとうございました。
　平成28年3月24・25日新学院神社の本殿・祖霊殿の遷座祭・鎮座祭のご斎行で、目出度く記念事業が完成し、新生浪速高等高校・浪速中学校が誕生いたしました。
皆様におかれましては、今後とも浪速高校の発展のため、ご支援ご鞭撻を賜りますよう、お願い申し上げます。
　なお、お名前金額は、浪速高校事務室から頂きました「卒業生」扱いとする区分データのみを掲載させて頂きました。

浪速学院同窓会会長　今西　喜孝

平成28年4月26日現在　　ご寄付合計　26,180,000円

浪速高校創立90周年 新校舎建設募金 ご寄付御礼(敬称略)　多大なるご支援、心より御礼申し上げます
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場所 湯島天満宮

事務局 首 藤 隆 利 まで
携帯 080-5458-8852

※詳細は追って連絡いたします

平成28年度関東支部総会
10月開催予定

林家ペー
本名　佐 藤 嘉 彦
（卒業年度　企業秘密）

林家ペー・パー子

普段の芸能活動はこちらです！登録よろしく！
林家ペー&パー子　オフィシャルブログ　ameblo.jp/peeparko

mail：office@8848pp.jp
FAX 03-3906-7934　

林家ペー・パー子　オフィシャルサイト URL http://8848pp.jp/

浪速学院同窓会

仕事のご依頼はこちら（結婚式・写真展・落語・講演・パチンコその他の出演依頼）

問合せ

災害時の排泄物用バイオ凝固剤　製造元

代表取締役 首藤隆利　S49年卒（新高26回）
〒114-0023　東京都北区滝野川1-66-7-1302
TEL･FAX 03-3576-0334
URL http://www.teito.org

株式会社テイト微研
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昨
年
10
月
31
日
（
土
曜
日
）、
湯
島
天
満
宮
に

て
17
時
か
ら
浪
速
学
院
関
東
支
部
同
窓
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
、
押
見
宮
司
の
ご
厚
意
で
湯
島

天
満
宮
の
秘
宝
殿
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
ま
さ
に
お
宝
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
し
た
が
、
特

に
印
象
に
残
っ
て
い
る
『
富と

み
つ
き突』
と
言
わ
れ
る
木

箱
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。（
ネ
ッ
ト
で
「
富

突　
画
像
」
と
検
索
い
た
だ
け
れ
ば
写
真
が
あ
り

ま
す
）

　
「
富
突
は
今
日
の
宝
く
じ
の
原
型
と
さ
れ
、
当

時
は
富
突
・
万
人
講
と
も
言
わ
れ
た
。
江
戸
で
は

谷
中
感
応
寺
・
目
黒
不
動
・
湯
島
天
神
が「
三
富
」

と
称
し
て
、
代
表
的
な
興
業
場
で
、
中
で
も
目
黒

不
動
と
湯
島
天
神
は
文
化
９
年
（
１
８
１
２
）
公

許
さ
れ
た
。
当
選
く
じ
は
、
興
行
主
が
多
数
の
富

札
（
番
号
が
書
か
れ
た
札
）
を
売
出
し
、
そ
れ
と

同
数
の
木
札
を
箱
に
入
れ
、
目
隠
し
を
し
た
者
が

箱
の
小
さ
な
穴
か
ら
キ
リ
で
当
た
り
札
突
き
刺
す

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
当
初
は
富
札
の
売
出
し
枚

数
は
千
枚
、
当
選
金
額
が
最
高
で
百
両
で
あ
っ
た

が
、
後
に
富
札
の
売
出
し
は
五
、六
千
枚
、
更
に

は
二
、三
万
と
熱
狂
し
た
、と
言
わ
れ
る
。し
か
し
、

庶
民
の
中
に
は
コ
レ
が
元
で
身
を
あ
や
ま
る
者
も

あ
っ
た
。」（
秘
宝
殿
の
説
明
書
よ
り
）

　
今
回
の
出
席
者
は
13
名
、
国
家
斉
唱
校
歌
斉
唱

で
始
ま
り
、
押
見
関
東
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
今

西
同
窓
会
事
務
局
長
か
ら
母
校
の
新
校
舎
（
中
央

館
）
な
ど
の
竣
工
な
ど
の
近
況
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
そ
し
て
今
回
も
高
齢
、
い
や
恒
例
と
な
る
の

で
し
ょ
う
か
、
三
回
目
に
な
り
ま
す
林
家
ペ
ー

師
匠
の
新
作
・
創
作
落
語
を
ご
披
露
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
演
目
は「
歳（
と
し
）そ
ば
」。
明
治
時
代
に
、

三
代
目
柳
家
小
さ
ん
が
上
方
落
語
の
演
目
「
時

う
ど
ん
」
を
江
戸
噺
と
し
て
移
植
し
た
と
さ
れ

て
い
る
「
時
そ
ば
」
を
話
の
ベ
ー
ス
と
し
、
ペ

ー
師
匠
の
真
骨
頂
で
あ
る
著
名
人
、
芸
能
人
の

方
々
の
誕
生
日
を
ネ
タ
に
屋
台
の
そ
ば
屋
と
客

と
の
会
話
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
ま
さ
に
、
ペ
ー

師
匠
に
し
か
絶
対
に
で
き
な
い
落
語
で
す
が
、

そ
の
後
の
懇
親
会
（
二
次
会
）
に
至
っ
て
は
著

名
人
の
誕
生
日
だ
け
で
な
く
学
生
時
代
の
先

輩
・
後
輩
関
係
ま
で
話
が
お
よ
び
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
湯
島
天
満
宮
は
、
菊
の
名
所
で
も
あ

り
、
約
二
千
株
を
境
内
に
展
示
さ
れ
、
盛
大
に

菊
祭
り
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
会
の
最

後
に
押
見
宮
司
か
ら
「
職
人
の
高
齢
化
と
跡
継

ぎ
の
不
在
で
今
年
が
最
後
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ゆ
っ
く
り
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
ご
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
年
の
同
窓
会
も
10
月
の
予
定
で
す
。
多
く
の

方
が
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

平
成
27
年
度

浪
速
学
院
同
窓
会
関
東
支
部
総
会

関東支部事務局　
首藤隆利 新高26回（昭和49年卒）
問合せ 携帯 080-4451-8763 まで
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３
月
16
日
（
水
）
富
田
林
市
の
簡
保
セ
ン
タ
ー
で
、
新
高
14
回
卒
業
の
有
志

で
行
わ
れ
た
同
窓
会
に
本
年
も
参
加
。

　
仕
事
の
関
係
で
少
し
遅
れ
て
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
改
め
て
乾
杯
を
し

て
い
た
だ
き
恐
縮
し
ま
し
た
。

　
昨
年
と
は
違
い
、
お
顔
も
お
名
前
も
存
じ
て
い
る
の
で
、
先
輩
ば
か
り
と
は

い
え
、
緊
張
も
な
く
楽
し
い
懇
親
会
で
し
た
。

　
学
校
の
現
況
報
告
で
は
、
府
下
で
３
番
目
に
多
い
生
徒
数
（
近
大
付
属
、
大

阪
桐
蔭
に
続
く
）
で
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
と
、「
何
が
変
わ
っ
た
ん
や
、

偏
差
値
が
上
が
っ
た
ん
か
」
と
い
う
質
問
、「
お
答
え
し
に
く
い
の
で
す
が
、

偏
差
値
は
先
輩
方
や
、
私
た
ち
の
時
か
ら
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
」
と
お

答
え
す
る
と
、「
そ
う
や
ろ
な
」
と
な
ぜ
か
嬉
し
そ
う
に
さ
れ
て
い
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。

　
今
年
の
同
窓
会
総
会
は
7
月
3
日
（
日
）
に
、
新
校
舎
お
披
露
目
も
兼
ね
て

母
校
で
開
催
の
予
定

と
ご
案
内
し
、
ぜ
ひ

出
席
を
し
て
い
た
だ

く
よ
う
ご
依
頼
し
た

と
こ
ろ
、
先
輩
方
も

一
人
で
も
多
く
出
席

で
き
る
よ
う
働
き
か

け
る
と
お
約
束
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
又
、
こ
の
先
輩
方

の
同
期
に
、
本
間
元

校
長
先
生
が
お
ら
れ

ま
す
。

　
同
窓
会
総
会
で
、

再
び
お
会
い
で
き
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
３
月
26
日
（
土
）
道
頓
堀
ホ
テ
ル
に
て
開
催
。

　
『
古
稀
と
還
暦
を
祝
う
会
』
以
来
10
年
ぶ
り
の
同
窓
会
で
あ
る
。

　
幹
事
の
縣　
壮
一
君
が
昨
年
８
月
31
日
急
逝
。

　
７
月
29
日
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
受
け
る
窓
口
に
、
偶
然

縣
が
僕
の
前
に
居
り
、「
病
院
で
会
っ
た
こ
と
は
内
緒
に
し
と
こ
な
」
と
言
わ
れ
、「
じ
ゃ

あ
ま
た
な
」
が
最
後
の
会
話
。
８
月
に
な
っ
て
、
検
査
後
の
受
診
に
２
度
通
院
。
ま
た
縣

に
会
え
る
か
も
と
思
う
が
、
受
診
日
が
違
う
の
か
会
え
ず
じ
ま
い
。

　
告
別
式
で
奥
さ
ん
に
お
悔
や
み
を
述
べ
た
と
き
、「
主
人
か
ら
偶
然
病
院
で
会
っ
た
こ

と
を
聞
い
て
い
ま
し
た
、
今
西
さ
ん
の
具
合
は
ど
う
で
す
か
」
と
、

尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
来
な
ら
、
縣
君
が
終
身
幹
事
で
会
を
仕
切
っ
て
も
ら
う
筈
だ
っ

た
が
、
３
年
前
に
10
年
ご
と
の
同
窓
会
は
、
我
々
の
こ
の
歳
で
は
ス

パ
ン
が
長
す
ぎ
る
し
、
死
ぬ
奴
も
で
て
来
る
か
ら
早
目
に
開
催
し
ょ

う
や
と
声
を
掛
け
た
ら
、「
そ
う
や
な
」
と
言
っ
た
ま
ま
で
、
そ
の

通
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
残
念
で
す
。

　
昨
年
末
よ
り
松
田
君
を
中
心
に
新
幹
事
を
募
り
、
何
回
か
打
合
せ

を
行
い
、
名
越
先
生
の
ご
都
合
を
お
聞
き
し
て
今
回
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　
名
簿
81
名
中
、
住
所
判
明
54
名
、
不
明
23
名
、
逝
去
者
４
名
か
ら

29
名
の
参
加
、
名
越
先
生
と
奥
様
、
大
黒
先
生
・
戸
田
先
生
に
参
加

い
た
だ
き
、
縣
君
に
対
す
る
黙
祷
か
ら
始
ま
り
、
全
員
の
近
況
報
告

に
耳
を
傾
け
る
も
、
在
学
中
の
思
い
出
話
に
な
る
と
そ
の
空
間
に
自

分
が
居
た
こ
と
が
甦
り
、
50
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。

　
名
越
先
生
へ
の
感
謝
と
長
寿
を
願
い
、
ワ
イ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

最
後
は
「
浪
速
健
児
の
歌
」
合
唱
。
こ
れ
か
ら
は
毎
年
同
窓
会
を
開

催
す
る
こ
と
を
決
め
、
来
年
の
再
会
を
楽
し
み
に
総
勢
33
名
、
大
い

に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
来
年
は
、
誰
か
の
黙
祷
か
ら
始
ま
ら
な
け
れ
ば
良
い
ん
だ
が
…
…

　
　
　
　
　
　
　
代
表
幹
事
／
松
田
克
一
・
吉
尾
忠
廣
・
藤
井
英
一

　
　
　
　
　
　
　
幹
　
　
事
／
丸
谷
光
昭
・
塩
野
谷
洋
一

新
高
18
回
名
越
学
級
同
窓
会
開
催

　
『
傘
寿
と
古
稀
を
祝
う
会
』

幹
事
　
今
西
喜
孝

新
高
14
回
有
志
同
窓
会

　
　
に
参
加
し
て
…
…

新
高
29
回
　
同
窓
会
副
会
長
　
堀
川
和
彦

　
平
成
27
年
11
月
15
日
（
日
）
に
第
３
回
の
同
窓
会
を
、
道
頓
堀
ホ
テ
ル
に
て
開
催
し
ま

し
た
。
ク
ラ
ス
56
名
の
内
13
名
の
出
席
が
あ
り
、
25
年
９
月
以
来
の
再
会
に
お
互
い
の
無

事
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。
実
は
30
年
前
に
１
回
目
を
開
催
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
一
度

も
実
行
す
る
こ
と
も
な
く
、
恩
師
山
下
先
生
に
は
大
変
な
不
義
理
を
致
し
ま
し
た
。
し
か

し
2
回
目
開
催
直
前
の
９
月
１
日
に
先
生
の
訃
報
に
接
し
、
二
重
三
重
の
親
不
孝
を
全
員

で
詫
び
ま
し
た
。
数
人
が
先
生
の
告
別
式
に
参
列
し
、
又
後
日
49
日
の
法
要
に
も
お
祭
り

出
来
た
こ
と
が
、
せ
め
て
も
の
罪
滅
ぼ
し
か
な
と
全
員
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
つ
つ
、
今

後
は
「
毎
年
集
ま
ろ
う
」
と
約
束
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

昭
和
40
年
卒
業

　
第
３
回
山
下
学
級
同
窓
会

新
高
17
回 

幹
事
　
上
田
保
信
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＜1923年創業＞代表取締役 後 藤　清（新高45回）
本 店

本 館

大阪市住吉区沢之町1-3-1
TEL（06）6692-3307 FAX（06）6693-3063
大阪市住吉区沢之町1-3-3
TEL（06）6692-6655 FAX（06）6692-6735

西田・真鍋法律事務所

●

●●

●

ローソン

タイムズ P

吉川
病院

●堺東ヴューモ

府道13号線
ホテル
第一堺北花田口

●
● ドコモ

ショップ堺東駅前
郵便局

●ねぼけ堂

●新生銀行
12

堺東駅

タカシマヤ
大
和
高
田
線南海高野線

南海高野線「堺東」駅
北西口より北へ徒歩5分

西田敦法律事務所
西田司法ビル3F

弁護士  西 田　敦 （新高48回）
大阪府堺市堺区中向陽町２丁３-１３ 西田司法ビル３階

南海高野線堺東駅　徒歩５分
ＴＥＬ０７２-２２５-５１１１ ＦＡＸ０７２-２２５-５１１２
営業時間／９：３０～１７：３０　定休日／土日祝

企業法務・契約書作成・債権回収・相続
離婚・倒産・破産・医療法務・その他

取扱分野

9）同窓会会報第48号

　
昭
和
20
年
３
月
の
大
阪
大
空
襲
で
、
入
試
な
し
で
入
学
し
た

旧
制
浪
速
中
学
。

　
敗
戦
・
食
糧
難
・
イ
ン
フ
レ
に
見
舞
わ
れ
、
試
練
を
共
に
し

た
浪
中
・
浪
高
時
代
。

　
昭
和
26
年
、
同
期
会
『
朗
交
会
』
を
結
成
し
て
か
ら
早
や
65

年
。

　
《
七
度
目
の
年
男
》
を
迎
え
た
同
期
、
今
年
で
第
60
回
目
と

な
る
懇
親
会
を
６
月
15
日
に
道
頓
堀
ホ
テ
ル
で
開
催
予
定
。

　
我
ら
新
高
３
回
生
が
、
国
公
立
大
学
合
格
者
数
の
最
高
記
録

ら
し
い
と
聞
い
た
。
大
教
大
が
最
多
で
、
阪
大
、
神
戸
大
、
大

阪
市
大
、
和
歌
山
大
等
だ
。
小
・
中
・
高
校
の
校
長
歴
任
者
も

多
い
。直
木
賞
作
家
の
故
藤
本
義
一
君
は
、大
阪
府
大
だ
っ
た
。

　
現
役
生
徒
の
躍
進
で
、
記
録
の
更
新
有
ら
ん
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

朗
交
会
健
在

65
年
続
く
同
期
会（
新
高
３
回
）

代
表
幹
事
　
矢
野
　
巌

浪速学院　浪速高等学校　浪速中学校　平成28年度合祀祭

合
祀
祭

　
本
校
創
立
以
来
の
学
校
関
係
者
、
教
職
員
、
卒
業

生
並
び
に
在
校
生
に
し
て
不
幸
に
も
逝
か
れ
ま
し
た

方
々
の
御
霊
を
合
祀
し
、
日
夕
感
恩
慰
霊
の
誠
を
捧

げ
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
38
年
第
１
回
合
祀
以
来
、
１
、１
４
７
柱
を

合
祀
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
新
し
く
35
柱
を

合
祀
申
し
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、
４
月
６
日（
水
）19

時
よ
り
、
新
し
く
な
っ
た
祖
霊
殿
に
て
厳
か
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

※
合
祀
：
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
御
霊
を
ひ
と
つ
の
神
社
に
祀
る
こ
と●合祀のお申込は 学校事務室 電話06（6693）4031 まで

同窓生の方の著書募集
母校の新図書館に寄贈ください

新中央館最上階（８階）に新図書館が開館。
同窓生の出版された本の紹介コーナーを予定しています。
過去に出版された本でも結構です。
ご寄贈よろしくお願いいたします。
問い合わせ先
浪速高等学校・中学校図書館　 総務　山本 武彦
電話 06-6693-4031
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理
事
長
、
各
所
役
に
本
校
教
員
、
生
徒

（
雅
楽
部
・
神
楽
部
・
吹
奏
楽
部
）
が

古
式
に
則
っ
て
、
ま
ず
大
祓
式
が
行
わ

れ
、
次
に
召め

し
た
て立、

次
に
遷
御
之
儀
と
な

り
雅
楽
部
の
道み

ち
が
く楽の

中
、
絹き
ぬ
が
き垣に

囲
ま

れ
た
「
御
」
が
斎
主
・
副
斎
主
・
供
奉

員
に
守
ら
れ
て
仮
殿
よ
り
本
殿
・
祖
霊

殿
に
遷
座
さ
れ
、
神
楽
部
に
よ
り
式
神

楽
が
奉
納
さ
れ
、
厳
か
に
神
事
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
翌
25
日
（
木
）
午
前
11
時
よ
り
、
神

様
が
新
し
い
お
社
に
お
移
り
頂
い
た
こ

と
に
よ
り
、鎮
座
祭
が
ご
斎
行
さ
れ
た
。

前
夜
に
続
き
寺
井
先
生
、
南
坊
城
先
生

が
斎
主
・
副
斎
主
と
し
て
ご
奉
仕
い
た

だ
き
、
２
日
間
に
渡
る
学
院
神
社
の
遷

座
祭
が
無
事
に
ご
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
こ
の
瞬
間
を
持
っ
て
、
平
成

19
年
よ
り
始
ま
っ
た
木
村
理
事
長
に
よ

る
浪
速
改
革
の
完
成
と
同
時
に
、
未
来

永
劫
卒
業
生
の
皆
様
の
お
子
さ
ん
や
お

孫
さ
ん
が
通
っ
て
い
た
だ
け
る
磐
石
の

浪
速
が
完
成
し
、
新
た
な
浪
速
１
０
０

年
の
歴
史
の
始
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

自
身
初
代
学
院
神
社
の
情
報
が
あ
ま
り

な
く
、
そ
の
時
に
は
ま
さ
か
こ
れ
ほ
ど

ま
で
に
立
派
な
社
殿
が
ご
造
営
さ
れ
る

と
は
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
さ
に
本
校
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

ー
の
中
心
で
あ
り
、
先
人
の
こ
こ
ろ
と

今
を
生
き
る
浪
速
の
こ
こ
ろ
と
が
融
合

し
た
立
派
で
ど
っ
し
り
と
し
た
社
殿
が

完
成
し
ま
し
た
。

　
正
遷
座
祭
当
日
は
本
当
に
風
が
強

く
、
木
村
理
事
長
が
「
神
風
で
あ
る
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
新
し
い
社
殿
に

向
か
っ
て
風
が
流
れ
込
む
様
が
、
ま
さ

に
こ
れ
か
ら
の
浪
速
に
入
っ
て
く
る
力

強
い
風
の
流
れ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
正
遷
座
祭
は
、
斎
主
を
寺
井
種
伯
大

阪
天
満
宮
宮
司
、
副
斎
主
を
南
坊
城
充

興
道
明
寺
天
満
宮
名
誉
宮
司
、
祭
員
に

岡
市
正
規
茨
木
神
社
宮
司
・
藤
江
正
謹

杭
全
神
社
宮
司
と
い
っ
た
浪
速
学
院
理

事
の
先
生
方
と
、
本
校
卒
業
生
で
あ
り

現
在
大
阪
天
満
宮
で
奉
職
さ
れ
て
い
る

津
江
憲
典
権
禰
宜
・
中
西
佑
権
禰
宜
に

ご
奉
仕
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
供
奉
員
に
、
祭
主
で
あ
る
木
村

　
平
成
28
年
３
月
24
日
（
木
）
午
後
６

時
よ
り
非
常
に
強
い
風
が
神
社
前
広
場

を
吹
き
抜
け
る
中
、
東
館
５
階
の
仮
殿

に
お
祀
り
し
て
い
た
学
院
神
社
の
神
々

に
、本
座
と
な
る
新
学
院
神
社
の
本
殿・

祖
霊
殿
に
遷
座
い
た
だ
く
正
遷
座
祭
が

ご
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
思
い
起
こ
せ
ば
平
成
26
年
２
月
15
日

（
土
）
に
２
代
目
の
学
院
神
社
（
現
岩

手
県
大
船
渡
市
に
鎮
座
の
松
島
神
社
）

か
ら
東
館
５
階
の
仮
殿
に
お
遷
り
願
う

仮
遷
座
祭
か
ら
２
年
の
月
日
が
流
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
間
、
北
館
が
解
体
さ
れ,

御
敷

地
が
整
備
さ
れ
ご
造
営
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　
平
成
27
年
12
月
９
日
（
水
）
の
上
棟

祭
で
は
古
式
に
則
っ
た
作
法
に
よ
り
盛

大
か
つ
立
派
な
神
事
が
ご
斎
行
さ
れ
、

そ
の
後
は
覆
屋
の
中
で
着
々
と
そ
の
姿

が
形
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
初
代
学
院
神
社
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
先

人
た
ち
の
思
い
を
こ
の
平
成
の
浪
速
に

よ
み
が
え
ら
せ
た
い
と
木
村
理
事
長
の

意
向
が
当
初
か
ら
有
り
ま
し
た
が
、
私

浪
速
高
等
学
校
神
道
科
主
任
　
森
川
　
和
信
（
新
高
41
回
）

学
院
神
社（
本
殿・祖
霊
殿
）

　
　
正
遷
座
祭
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浪
速
高
等
学
校
・
浪
速
中
学
校
で
は
、
か
ね
て

よ
り
創
立
九
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
新
校
舎
建

設
な
ら
び
に
新
学
院
神
社
御
造
営
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
無
事
工
事
も
滞
り
な
く

終
了
し
、
Ｏ
Ｂ
諸
氏
を
始
め
関
係
の
方
々
の
お
蔭

を
も
ち
ま
し
て
、
無
事
竣
功
す
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
度
お
目
見
え
し
た
三
代
目
と
な
る
新

学
院
神
社
の
御
本
殿
は
、
終
戦
に
よ
り
不
本
意
な

か
た
ち
で
撤
去
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
初
代
御
本
殿

と
ほ
ぼ
変
わ
ら
ぬ
大
き
さ
を
再
現
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
完
成
し
た
新
校
舎
は
八
階
建
て
「
中

央
館
」
五
階
建
て
「
東
館
」
の
複
合
校
舎
で
、
神

社
神
道
の
根
源
で
あ
る
古
事
記
に
あ
る
「
天
孫
降

臨
」「
天
岩
屋
戸
」の
神
話
を
壁
画
と
す
る
な
ど
、

神
話
の
息
吹
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
学
び
舎
と

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
設
備
は
、
近
年
の
教

育
機
関
に
お
け
る
最
高
水
準
の
校
舎
で
あ
る
と
自

負
し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
十
九
年
よ
り
数
々
の
施
策
を
も
っ
て
断
行

し
て
ま
い
り
ま
し
た
「
浪
速
改
革
」
は
最
終
章
を

迎
え
、
今
こ
こ
に
浪
速
百
年
の
新
し
い
歴
史
が
始

ま
り
ま
す
。中
央
館
に
ご
ざ
い
ま
す
歴
史
階
段
で
、

感
傷
や
懐
古
の
思
い
に
浸
り
な
が
ら
、
同
時
に
、

こ
れ
か
ら
の
「
新
し
い
浪
速
」
を
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。

浪
速
高
等
学
校　
広
報
部

浪
速
改
革
完
成
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金 城 隆 男
（新中4回　新高6回）

株式会社　春日製作所

大阪市港区弁天５丁目１０番９号
TEL ０６-６５７６-０５６０
FAX ０６-６５７６-０５７０

〒５５２-０００７

代表取締役社長

携帯 090-8194-0699

実用新案登録第3177603号

安全運転
法令遵守

木 綿 健 二昭和41年卒（新高18回）

アメリカで特許取得

実用新案権取得済：
日本・韓国・中国・ドイツ

浪速高等学校

会 長 小南和之
弓道部OB会

（新高25回）

今 西 喜 孝
≪新高18回≫

谷 口 俊 博
≪新高26回≫

浪速学院同窓会副会長 浪速学院同窓会会長

燃えよ健男児！
浪速高校

保護者会
硬 式 野 球 部

燃えよ健男児！
浪速高校

OB会
マスターズ甲子園

硬 式 野 球 部

OB会事務局

浪高ボクシング部OB

（昭和56年卒）

和 泉 　 修
浪高ボクシング部OB

（昭和54年卒）
赤 井 英 和

浪速高校ボクシング部
ＯＢ会　拳浪会

（昭和55年卒）
堺市堺区大仙西町4-108-2

電話072-241-1675

会 長 上 山 勝 也
事務局

宮口砿油㈱内 宮口泰一（昭和62年卒）
〔 釘田修吉〕

浪速高校空手道部
保護者会

浪速高校空手道部
OB会

会　長　坂中宗洋
　（新高42回）

生涯剣道！

浪速高校
剣道部OB会

浪速高校水泳部 ＯＢ会

幹事　水野清慈（新高44回）
携帯090-2352-5214

みんな集合！

東京ヤクルトスワローズ

（平成15年卒）
大 引 啓 次

浪速高校サッカー部
ＯＢ会

矢野学級クラス会
昭和４１年卒

幹事  今 西 喜 孝
080-2510-0122

名越学級クラス会
昭和４１年卒

幹事  松 田 克 一
幹事  藤 井 英 一
幹事  吉 尾 忠 廣

代 表　   東 尾 哲 哉
大阪市中央区心斎橋2丁目3-10

英国館ビル6F
TEL.06-6221-7724  携帯.090-8887-3284

（ ）新高41回
平成元年卒

真夜中キッチン

ウサギ

代表取締役　朝倉博昭

株式会社心斎橋ハウジング

（昭和50年卒）

TEL.0725-30-4717
FAX.0725-30-4438

〒594-1101 大阪府和泉市室堂町326

株式会社 ぼんじりフーズ

〒587-0043 大阪府堺市美原区青南台2-15-17
TEL.072-289-8877 FAX.072-361-2202

〒564-0037 大阪府吹田市川岸町5-14
TEL.06-6383-1711 FAX.06-6383-1751

E-mail:info@o-decora.com
              takado@o-decora.com

一級建築士  一級建築施工管理技士
●本社：〒595-0062 
          大阪府泉大津市田中町5-26 西端第1ビル4F
●TEL：0725-23-1151 ●FAX：0725-23-1153
●H.P：090-8791-7937
●e-Mail:masahiro@nishibata.com

URL:http://www.o-decora.com/
携帯.090-7103-1735

株式会社メディアドライブ
お客様に応じたプランニングを致します

●各種メーカーネットワークカメラ、アナログカメラ取り扱い
●その他防犯設備機器全般取り扱い

0120-933-754フリーダイヤル

携帯.090-3700-1366
携帯.080-6177-2211

（昭和60年卒）

（昭和６０年卒）

代 表 小 出 安 臣

（新高41回）

代表取締役　髙 𡈽  謙（新高41回）

専務取締役　西端昌広（新高43回）

堀 川 和 彦
≪新高29回≫

宮 崎 文 雄
≪新高32回≫

尾 垣 孝 治
≪新高29回≫

中 野  隆（昭和61年卒）

住友スリーエム株式会社 特約加工販売店

本社
〒592-0013 大阪府高石市取石7丁目4-5

電話（072）273-1551㈹
FAX（072）273-1553番
携帯 090-2045-7711

（昭和53年卒 新高30回）
代表取締役 山 田  寛

〒542-0085
大阪府大阪市中央区心斎橋筋1丁目4-4
TEL.06-6244-6000 FAX.06-6244-6118

〒542-0083  大阪市中央区東心斎橋1丁目16-19
　　　　　　　日宝周防町会館1階

TEL.080-5367-3377

■■■■■■貸店舗情報館

大阪府公安委員会認定 第620442号

（昭和61年卒）
寺田史彦

〒542-0074
大阪市中央区千日前2丁目1-6
TEL＆FAX.06-6644-4649
Web:www.uoen.jp

代表取締役社長　杉 本達 雄
株式会社 豊　鐘

　（新高41回）
〒578-0964 東大阪市新庄西6番9号

TEL.06-6744-5563（代） FAX.06-6744-1679
E-mail:sugimoto@housyou.jp
URL:http://housyou.jp

一般区域貨物運送業　クレーン建設業

NISIX

バナナリーフ
〒586-0038 
河内長野市上原西町13-6
ＴＥＬ0721-53-7005

（平成元年卒 新高41回）
代表取締役 源 野 英 輝

共和運輸株式会社
代表取締役 冨 岡 裕 史

（株）

（新高42回）

常務取締役　坂 中宗洋

エマール工業株式会社

　（平成2年卒 新高42回）
携帯090-3614-4585

大阪市住吉区山之内1-21-21

大阪市中央区東心斎橋1-18-1
ベストプラザビル2階   080-3831-3777

代　表　紀之定 正 行

ＡＫＳ．Ｌｉｂｅｒａｌ

（平成9年卒 新高49回）

あからさま Ｂａｒ

電力ケーブルから光ケーブルまで
あらゆるケーブルの総合商社

三菱電線工業株式会社 代理店
株式会社フジクラ・ダイヤケーブル 代理店

取締役会長 新高18回
本社・関西支店 〒553-0003 大阪市福島区福島8-1-23

TEL 06-6451-0251   FAX 06-6451-0250
東京支店 〒140-0004 東京都品川区南品川1-6-12

TEL 03-3472-3961   FAX 03-3472-3964

松 田克一
松田電興株式会社

株式会社 西 端
内装＆リフォーム

浪 速 学 院 同 窓 会 副 会 長
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代 表　   東 尾 哲 哉
大阪市中央区心斎橋2丁目3-10

英国館ビル6F
TEL.06-6221-7724  携帯.090-8887-3284

（ ）新高41回
平成元年卒

真夜中キッチン

ウサギ

代表取締役　朝倉博昭

株式会社心斎橋ハウジング

（昭和50年卒）

TEL.0725-30-4717
FAX.0725-30-4438

〒594-1101 大阪府和泉市室堂町326

株式会社 ぼんじりフーズ

〒587-0043 大阪府堺市美原区青南台2-15-17
TEL.072-289-8877 FAX.072-361-2202

〒564-0037 大阪府吹田市川岸町5-14
TEL.06-6383-1711 FAX.06-6383-1751

E-mail:info@o-decora.com
              takado@o-decora.com

一級建築士  一級建築施工管理技士
●本社：〒595-0062 
          大阪府泉大津市田中町5-26 西端第1ビル4F
●TEL：0725-23-1151 ●FAX：0725-23-1153
●H.P：090-8791-7937
●e-Mail:masahiro@nishibata.com

URL:http://www.o-decora.com/
携帯.090-7103-1735

株式会社メディアドライブ
お客様に応じたプランニングを致します

●各種メーカーネットワークカメラ、アナログカメラ取り扱い
●その他防犯設備機器全般取り扱い

0120-933-754フリーダイヤル

携帯.090-3700-1366
携帯.080-6177-2211

（昭和60年卒）

（昭和６０年卒）

代 表 小 出 安 臣

（新高41回）

代表取締役　髙𡈽  謙（新高41回）

専務取締役　西端昌広（新高43回）

堀 川 和 彦
≪新高29回≫

宮 崎 文 雄
≪新高32回≫

尾 垣 孝 治
≪新高29回≫

中 野  隆（昭和61年卒）

住友スリーエム株式会社 特約加工販売店

本社
〒592-0013 大阪府高石市取石7丁目4-5

電話（072）273-1551㈹
FAX（072）273-1553番
携帯 090-2045-7711

（昭和53年卒 新高30回）
代表取締役 山 田  寛

〒542-0085
大阪府大阪市中央区心斎橋筋1丁目4-4
TEL.06-6244-6000 FAX.06-6244-6118

〒542-0083  大阪市中央区東心斎橋1丁目16-19
　　　　　　　日宝周防町会館1階

TEL.080-5367-3377

■■■■■■貸店舗情報館

大阪府公安委員会認定 第620442号

（昭和61年卒）
寺田史彦

〒542-0074
大阪市中央区千日前2丁目1-6
TEL＆FAX.06-6644-4649
Web:www.uoen.jp

代表取締役社長　杉本達雄
株式会社 豊　鐘

　（新高41回）
〒578-0964 東大阪市新庄西6番9号

TEL.06-6744-5563（代） FAX.06-6744-1679
E-mail:sugimoto@housyou.jp
URL:http://housyou.jp

一般区域貨物運送業　クレーン建設業

NISIX

バナナリーフ
〒586-0038 
河内長野市上原西町13-6
ＴＥＬ0721-53-7005

（平成元年卒 新高41回）
代表取締役 源 野 英 輝

共和運輸株式会社
代表取締役 冨 岡 裕 史

（株）

（新高42回）

常務取締役　坂中宗洋

エマール工業株式会社

　（平成2年卒 新高42回）
携帯090-3614-4585

大阪市住吉区山之内1-21-21

大阪市中央区東心斎橋1-18-1
ベストプラザビル2階   080-3831-3777

代　表　紀之定正行

ＡＫＳ．Ｌｉｂｅｒａｌ

（平成9年卒 新高49回）

あからさま Ｂａｒ

電力ケーブルから光ケーブルまで
あらゆるケーブルの総合商社

三菱電線工業株式会社 代理店
株式会社フジクラ・ダイヤケーブル 代理店

取締役会長 新高18回
本社・関西支店 〒553-0003 大阪市福島区福島8-1-23

TEL 06-6451-0251   FAX 06-6451-0250
東京支店 〒140-0004 東京都品川区南品川1-6-12

TEL 03-3472-3961   FAX 03-3472-3964

松 田克一
松田電興株式会社

株式会社 西 端
内装＆リフォーム

浪 速 学 院 同 窓 会 副 会 長
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大学名 合計 現役 既卒 現役進学数
北海道大学 1 1 1
福井大学 1 1 1
信州大学 1 0 1
三重大学（医・医） 1 1 1
大阪教育大学 3 3 2
神戸大学 1 0 1
和歌山大学 11 7 4 5
高知大学 1 1 1
大阪市立大学 2 2 2
神戸市外国語大学 1 1 1
香川県立保健医療大学 1 1 1
高知県立大学 1 1
国立大学　計 25 19 6 15

防衛大学校 4 4 2
大学校　計 4 4 2

法政大学 1 1 1
関西大学 57 52 5 22
関西学院大学 31 31 16
同志社大学 10 9 1 6
立命館大学 29 28 1 9
京都産業大学 46 42 4 15
近畿大学 191 178 13 65
甲南大学 14 14 7
龍谷大学 59 56 3 22
神戸学院大学 10 10 3
摂南大学 125 120 5 23
追手門学院大学 20 20 9
桃山学院大学 73 70 3 35
関西外国語大学 27 27 15
京都外国語大学 10 10 3
甲南女子大学 18 18 4
神戸女学院大学 1 1 1
同志社女子大学 1 1
武庫川女子大学 4 4 4
梅花女子大学 2 2
神戸松蔭女子大学 3 3 2
大阪経済大学 24 21 3 11
大阪工業大学 41 40 1 17
岩手医科大学（歯） 1 1
北海道情報大学 1 1
国際武道大学 1 1
城西国際大学 1 1 1
国士舘大学 1 1 1
桜美林大学 1 1 1
専修大学 3 3
創価大学 1 1 1
帝京大学 1 1 1
東京工科大学 1 1
東京農業大学 1 1 1
東京理科大学 1 1 1
日本大学 2 2 2
横浜薬科大学 1 1 1
東海大学 3 3 2
新潟医療福祉大学 1 1 1
金沢学院大学 1 1
金沢工業大学 5 5
福井工業大学 1 1 1
中京大学 2 2 1
名古屋学芸大学 1 1 1
皇學館大学 3 2 1 2
成安造形大学 1 1
長浜バイオ大学 1 1
京都橘大学 8 8 2
京都嵯峨芸術大学 1 1
京都精華大学 2 2
京都造形芸術大学 3 3 1
京都学園大学 1 1

大学名 合計 現役 既卒 現役進学数
佛教大学 17 17 8
プール学院大学 1 1
関西医療大学 9 9 8
阪南大学 33 28 5 9
四天王寺大学 25 25 12
四條畷学園大学 2 2 2
常磐会学園大学 2 2 2
森ノ宮医療大学 4 4 4
相愛大学 3 3 3
太成学院大学 3 3 3
大阪音楽大学 2 2 2
大阪河﨑リハビリテーション大学 3 3 3
大阪学院大学 6 6 5
大阪観光大学 1 1
大阪経済法科大学 67 64 3 10
大阪芸術大学 13 13 10
大阪国際大学 2 2 1
大阪産業大学 14 11 3 5
大阪商業大学 4 4 3
大阪人間科学大学 2 2 1
大阪成蹊大学 1 1 1
大阪青山大学 3 3 3
大阪大谷大学 13 13 9
大阪電気通信大学 15 15 8
大手前大学 2 2 2
大和大学 7 7 4
帝塚山学院大学 6 5 1 2
藍野大学 1 1 1
芦屋大学 1 1 1
関西国際大学 1 1
関西福祉科学大学 2 2 2
甲子園大学 1 1
神戸芸術工科大学 1 1
神戸山手大学 1 1 1
神戸女子大学 5 5 3
神戸薬科大学 1 1 1
宝塚医療大学 1 1
宝塚大学 3 3 2
畿央大学 7 7 4
帝塚山大学 15 15 8
天理医療大学 1 1 1
天理大学 4 4 4
奈良大学 1 1
立命館アジア太平洋大学 1 1 1
私立大学　計 1155 1100 55 460

倉敷市立短期大学部 1 1 1
国公立短期大学　計 1 1 1

京都外国語大学短期大学部 1 1
プール学院大学短期大学部 1 1 1
関西外国語大学短期大学部 7 7 3
関西女子短期大学 1 1 1
近畿大学短期大学部 2 2 2
四天王寺大学短期大学部 3 3 2
四條畷学園短期大学 1 1 1
常磐会短期大学 2 2 2
大阪キリスト教短期大学 2 2 2
大阪城南女子短期大学 1 1 1
藍野大学短期大学部 1 1 1
神戸女子短期大学 3 3
武庫川女子大学短期大学部 4 4 2
白鳳短期大学 1 1
短期大学　計 30 30 18

大学名 合計 現役 既卒 現役進学数
ECCアーティスト専門学校 1 1 1
ECCコンピュータ専門学校 2 2 2
ECC国際外語専門学校 3 3 3
ESPエンタテイメント 1 1 1
HAL（ハル） 1 1 1
ヴェールルージュ美容専門学校 1 1 1
エコール辻大阪 1 1 1
ジャパンサッカーカレッジ 1 1 1
バンダイゲームアカデミー 1 1 1
ヒューマンアカデミー 1 1 1
ホンダテクニカルカレッジ 2 2 2
ル・トーア東亜美容専門学校 2 2 2
関西ペット総合学院 1 1 1
関西経理専門学校 1 1 1
近畿コンピュータ電子専門学校 2 2 2
近畿職能大学校 1 1 1
甲賀医療健康専門学校 1 1 1
行岡医学技術専門学校 1 1 1
阪奈中央リハビリテーション専門学校 1 1 1
小阪病院看護専門学校 1 1 1
上田安子服飾専門学校 1 1 1
新大阪歯科技巧士専門学校 1 1 1
清恵会医療専門学院 1 1 1
泉佐野泉南医師会看護専門学院 1 1 1
大原簿記法律専門学校 3 3 3
大阪ECO動物海洋専門学校 2 2 2
大阪アニメーションカレッジ専門学校 1 1 1
大阪コミュニケーションアート専門学校 4 4 4
大阪コンピュータ専門学校 2 2 2
大阪スクールオブミュージック専門学校 1 1 1
大阪ハイテクノロジー専門学校 2 2 2
大阪ビジネスカレッジ 1 1 1
大阪ベルエベル美容専門学校 1 1
大阪リゾート＆スポーツ専門学校 2 2 2
大阪医療看護専門学校 1 1 1
大阪医療技術学専門学校 1 1 1
大阪医療専門学校 1 1 1
大阪医療附属看護専門学校 1 1 1
大阪医療福祉専門学校 2 2 2
大阪外語観光専門学校 1 1 1
大阪観光専門学校 1 1 1
大阪警察病院看護専門学校 2 2 1
大阪健康保育専門学校 1 1 1
大阪済生中津看護専門学校 1 1
大阪柔道製復師会 1 1 1
大阪情報コンピュータ専門学校 1 1 1
大阪情報専門学校 1 1 1
大阪中央美容理容専門学校 1 1 1
大阪調理製菓専門学校 1 1 1
大阪電子専門学校 1 1 1
大阪動物専門学校 1 1 1
大阪南医療附属看護専門学校 1 1
大阪病院協会看護専門学校 1 1
大阪府医師会看護専門学校 1 1 1
大阪法律専門学校 1 1 1
大阪法律専門学校（天王寺校） 2 2 1
大阪理容美容専門学校 1 1 1
辻学園栄養専門学校 1 1 1
東京アナウンス学院 1 1 1
大阪スクールオブミュージック＆ダンス 1 1 1
東洋医療専門学校 1 1 1
履正社医療スポーツ専門学校 1 1 1
専門学校　計 80 80 74
合格総数 1295 1234 61 570

就職　計 11 11 11

関関同立 127 120 7 53 産近甲龍 310 290 20 109

平成28年度入試　進路状況（合格延べ人数と現役進学者数） 平成27年度卒業生636名

※例えば現役生5人と既卒者2名がある大学を受験して、それぞれが2学部ずつ合格すれば、「合格延べ数14」と表記しています。

平成28年4月8日現在
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平成28年度入試情報平成29年度入試情報
中 学 入 試中 学 入 試

コース

受験生・保護者対象説明会等の日程

Ⅰ類（6年コース）1クラス 男女約30名 90名募集Ⅱ類（3年コース）2クラス 男女約60名

7月
9月
10月
11月
11月
12月

●
●
●
●
●
●

9日（土）
3日（土）
8日（土）
12日（土）
26日（土）
11日（日）

13：00～
14：00～
13：00～
9：00～
13：00～
14：00～

オープンスクール・入試説明会
プレテスト対策講習会
第1回プレテスト・入試説明会
第2回プレテスト・入試説明会
プレテスト解説会・入試説明会
個別相談会

7月
8月
10月
11月
12月
12月
12月

●

●
●
●
●
●

31日（日）
21日（日）
15日（土）
12日（土）
　3日（土）
10日（土）
11日（日）

14：00～
14：00～
14：00～
14：00～
14：00～

クラブ体験会
（保護者もご覧いただけます。）
第1回入試説明会
第2回入試説明会
第3回入試説明会
第4回入試説明会
個別相談会

※オープンスクール・プレテストは事前のお申し込みが必要です。　※11月12日（土）は午前9時から入校できます。
※詳細につきましては、ホームページ等でご確認ください。
※会場は全て本校です。駐車場がございませんので、公共の交通機関をご利用ください。

高 校 入 試高 校 入 試

コース

受験生・保護者対象説明会等の日程

文理S1 男女約40名 Ⅰ類 男女約120名　
Ⅱ類 男女約240名 Ⅲ類 男女約240名普通科

文理S1コース文理S1コース 国公立理系・文系学部進学希望者のための浪速の牽引的コース。
2年間を基礎科目である5教科を高レベルで養います。
3年次には理系希望と文系希望で理・社科目を分け、
集中的に実践力を養います。

※クラブ体験会は事前のお申し込みが必要です。時間等は、クラブ体験会案内チラシかHPをご覧ください。
※会場は全て本校です。駐車場がございませんので、公共の交通機関をご利用ください。

●OB子女の応募を期待しております。（毎年多くの方にこの制度をご利用いただいております。）詳細については9月以降に入試
　広報部にお問い合わせください。秋の入試関連行事に来校して頂ければ関係書類をお渡しします。
●兄・弟・姉・妹が同一年度に浪速高校と浪速中学に在籍する場合は、別途の優遇措置があります。
●校内見学会を開催します。12月23日（金・祝）・24日（土）・25日（日）　10：00～12：30まで

中学入試・高校入試共通
同窓子女推薦制度について（祖父・父・兄・姉が浪速中学校・浪速高等学校の卒業生）

■浪速高等学校・浪速中学校のホームページです。一度ご覧ください。http://www.naniwa.ed.jp

●1次A入試検定料（20,000円）を納入された方は、Ⅰ類選抜入試・1次B入試・2次入試と
も検定料は要りません。1次A入試以外の場合は、1回目を20,000円、2回目以降は半額
の10,000円です。

各回とも
個別相談を
実施致します

誕生！！誕生！！
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日 時 平成２8年7月3日(日)
受　　　付：11時15分～
一 斉 参 拝：11時45分～  新学院神社にて
Ⅰ 部 総 会：12時00分～  6階『浪速天空レストラン』
Ⅱ部懇親会：13時00分～  6階『浪速天空レストラン』

場 所 浪速高等学校
〒558-0023 大阪市住吉区山之内2-13-57

会 費 5,000円（当日会場で受付いたします：振込可）
【年会費３,０００円もよろしくお願いいたします】

※浪速高等学校敷地内はすべて禁煙でございます。
　また、駐車場もございませんので、在学中通われた鉄道路線で、思い出しながらお越しいただく様お願いいたします。

平成２8年卒業の
新会員は無料です。
大いに参加して
ください。

平成28年度浪速学院同窓会総会のご案内平成28年度浪速学院同窓会総会のご案内平成28年度浪速学院同窓会総会のご案内

参加者は、同封のハガキにて6月23日（木）必着で返信お願いいたします。

□ 

編
集
後
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□

　
今
回
48
号
は
、
根
本
的
な
制
作
の
意
味
合
い
が
何
か
大
い
に
悩

み
ま
し
た
。

　
先
ず
制
作
費
用
と
郵
送
費
用
が
高
額
に
な
る
こ
と
。
同
窓
会
会

則
で
、
事
業
と
し
て
毎
年
発
行
す
る
と
在
り
、
毎
年
２
万
部
近
く

印
刷
し
、
郵
送
し
て
い
る
。
是
非
と
も
伝
え
な
い
と
い
け
な
い
総

会
の
案
内
、各
ク
ラ
ブ
Ｏ
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会
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活
動
報
告
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同
窓
会
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報
告
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直
近
の
学
校
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様
子
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現
役
生
の
活
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況
、
恩
師
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近
況
、
卒

業
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路
状
況
等
色
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り
、
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報
量
に
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ー
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え
る
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広
告
ペ
ー
ジ
を
増
や
し
、
Ｏ
Ｂ
諸
氏
に
制
作
協
力
賛
助
金
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お
願

い
し
、制
作
費
の
軽
減
を
図
る
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、郵
送
料
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削
減
化
は
で
き
な
い
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同
封
す
る
年
会
費
等
の
振
込
用
紙
か
ら
振
り
込
ん
で
い
た
だ
け

る
の
は
、平
成
27
年
度
で
２
３
１
名
、２
万
名
近
く
の
郵
送
で
１
．１
％

と
極
端
に
少
な
い
。

　
総
会
の
案
内
だ
け
な
ら
安
く
で
き
る
し
、
Ｏ
Ｂ
か
ら
の
年
会
費

の
少
な
い
こ
の
状
況
で
は
、
発
行
を
辞
め
た
ら
ど
う
だ
と
の
指
摘

も
あ
る
が
、
総
会
の
案
内
だ
け
で
も
２
万
件
の
郵
送
経
費
は
必
要
。

会
報
を
郵
送
し
て
も
、
見
て
い
な
い
と
い
う
声
を
よ
く
聞
く
こ
と

が
有
り
、
受
取
辞
退
も
有
る
の
は
、
中
身
に
読
み
応
え
が
な
い
の

だ
ろ
う
と
猛
省
し
て
い
ま
す
。
年
１
回
の
会
報
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必
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な
ん
だ
ろ

う
か
、
誰
に
支
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さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
多
く
の
Ｏ
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か
ら

支
援
も
な
い
の
に
、
大
き
な
経
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け
て
も
実
施
す
べ
き
な
の

か
悩
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で
い
ま
す
。

　
こ
こ
３
年
間
校
舎
建
替
え
で
、
同
窓
会
の
積
立
金
が
１
千
８
百

万
円
寄
付
金
と
し
て
支
出
。
今
年
３
月
に
新
卒
か
ら
頂
け
る
入
会

金
年
会
費
が
無
け
れ
ば
、
更
な
る
寄
付
金
は
も
と
よ
り
、
今
号
の

制
作
も
叶
わ
ぬ
状
況
に
陥
り
、
同
窓
会
そ
の
も
の
の
活
動
存
続
に

も
及
ぶ
状
況
で
、
会
計
と
す
る
立
場
か
ら
も
瀬
戸
際
ま
で
追
い
込

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
ペ
ー
ジ
数
を
４
ペ
ー
ジ
減
ら
し
制
作
費
が
若
干
安
く
で
き

ま
す
が
、
広
告
枠
も
減
る
た
め
減
収
。
計
画
の
迷
い
や
発
行
停
止

な
ど
二
転
三
転
、
制
作
ス
タ
ー
ト
の
遅
れ
も
あ
り
、
各
方
面
へ
の

原
稿
依
頼
の
返
信
も
遅
れ
が
ち
で
駆
け
込
み
編
集
に
陥
り
、
恩
師

近
況
な
ど
カ
ッ
ト
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
申
し
訳
な
く
思
い
ま

す
。

　
今
後
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
、
情
報
発

信
の
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
で
、
経
費
削
減
を
図
る
こ
と
が
必
要
。

　
こ
こ
数
年
３
月
か
ら
５
月
中
ま
で
、
約
一
人
で
会
報
制
作
編
集

校
正
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
歳
の
所
為
か
無
理
も
効
か
ず
、
今
号

で
引
退
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
後
は
、
後
輩
に
任
せ
ま
す
。

新
高
18
回　
今
西
喜
孝

〒558-0023 大阪市住吉区山之内2-13-57

浪速学院同窓会（聆浪会）

ＴＥＬ：06-6691-7280
ＦＡＸ：06-6691-7283
http://www.naniwa.ersi.nu
E-mail:naniwa_no0@yahoo.co.jp

年会費（1口 3,000円）
納入お願いいたします！！ 　同窓会室での執務は、現在毎週木曜日と金曜日

の二日しか行っておりません。　
　時間は11時から17時が原則ですが、なにぶん一
人ですので充分な対応ができずご迷惑をお掛けし
ていると思います。
　木曜日金曜日以外及び時間外の連絡には対応で
きませんので、FAXかE-mailでの連絡をお願いい
たします。
　また、年末年始及び祝日はお休みさせていただ
いております。
　何卒よろしくお願いいたします。

お 知 ら せ


